
北九州市青少年施設リニューアルにかかる民間活力導入調査業務 

公募型プロポーザル実施説明書 

 

１ 業務名 

北九州市青少年施設リニューアルにかかる民間活力導入調査業務 

 

２ 契約期間 

   契約締結の日～令和８年３月（予定） 

 

３ 事業に係る予算上限額 

   ８，０００，０００円（消費税および地方消費税相当額を含む額） 

 

４ 業者選定方法 

   公募型プロポーザル方式 

 

５ 業務内容 

仕様書のとおり 

 

６ 参加資格 

 次の（１）から（７）の資格要件を全て満たすものとする。 

（１） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規程に該当しな 

い者。 

（２） 北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則

（平成７年北九州市規則第１１号）第６条第１項に規定する有資格業者名簿に記載

されている者。または、現に入札参加資格審査申請済みであり、令和７年４月に

「有資格者名簿」に登載されていること。 

（３） 北九州市から指名停止を受けている期間中でない者 

（４） 次の申立てがなされていないこと。 

ア 破産法（平成１６年法律第７５号）第１８条または第１９条の規定による破産手続 

き開始の申立て 

イ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条に基づく更生手続き開始の申 

立て 

ウ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続きの申 

立て 

（５） 次のいずれにも該当しないこと 

ア 役員等（役員及び従業員をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不 



 当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定す 

るものをいう。以下同じ。）であると認められる者 

イ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規 

定する暴力団をいう。以下同じ。）または暴力団員が経営に実質的に関与してい 

ると認められる者 

ウ 役員等が自己、自社もしくは第三者の不当な利益を得る目的または第三者 

 に損害を与える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用したと認められる 

 者 

エ 役員等が暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、または便宜を供与す 

る等力説的あるいは積極的に暴力団の活動又は運営に協力し、又は関与してい 

ると認められる者 

オ 役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に不適切な関係を有していると認めら 

れる者 

カ 暴力団員であることを知りながら、暴力団員を雇用し、又は使用している者 

キ 暴力団員であることを知りながら、その者と下請契約または資材、原材料の 

購入契約等を締結している者 

 

７ 参加資格の喪失 

参加希望者が受託候補者の特定の日までに、次のいずれかに該当することにな 

った場合は、参加資格を失うものとし、また、すでに提出された提案は無効とする。 

（１）前項に規定する参加資格の要件を満たすものではなくなった場合 

（２）不正な利益を図る目的で委員会の委員等と接触したとき 

（３）提案書に虚偽の記載をしたことが判明したとき 

 

８ 実施スケジュール 

 

 （１）告知（公募）開始日 令和 7 年 9 月 17 日(水)  

 （２）質問書の提出期限 令和 7 年 9 月 26 日(金) 午後５時まで 

 （３）参加表明書の提出期限 令和 7 年 10 月 10 日(金) 午後５時まで 

 （４）企画提案書の提出期限 令和 7 年 10 月 20 日(月) 午後５時まで 

 （５）プレゼンテーション（審査会） 令和 7 年 11 月 7 日(金)午後 1 時以降 

 （６）結果公表 令和７年 11 月１4 日（金） 予定 

 ※プレゼンテーション以降の日程は、都合により変更になる可能性がある。 

 

９ 説明会 

企画提案書の作成等について、説明会は開催しない。 

 



 

10 質問の受付及び回答 

質問がある場合は、質問書（様式１）により、「18 お問い合わせ先」へ電子メー 

ルにて提出すること。送信後、電話により受信の確認を行うこと。電話及び口頭に 

よる質問は受け付けない。ただし、質問書の内容に疑義が生じた場合は、質問者へ 

直接電話で問い合わせをする。 

※提出の際は、ファイル名を「貴社名_質問書」とすること 

（１）質問書の受付期間 

 告知開始日～令和７年９月 26 日(金) 午後５時まで 

（２）質問に対する回答予定 

 令和７年９月 30 日（火） 

（３）質問回答方法 

 北九州市ホームページにて回答書を掲載 

 なお、質問の回答が実施説明書等の内容と相違する場合は、質問の回答をもって

実施説明書等の内容に変更があったものとする。 

 

11 参加表明方法 

本件に参加を希望する者は、実施説明書等を熟読のうえ、以下のとおり参加表

明書（様式２）を提出すること。期限までに提出がない場合は、本件に参加できな

い。 

※ 提出の際は、ファイル名を「貴社名_参加表明書」とすること。 

（１）参加表明書受付期間 

 告知開始日～令和７年 10 月 10 日(金) 午後５時まで 

（２）提出先 

 「18 お問い合わせ先」と同じ 

（３）提出方法 

 電子メールで提出。送信後、電話により受信の確認を行うこと。 

 

12 提案書の提出 

  参加表明者は、本件実施説明書及び別紙「仕様書（案）」に基づき提案書を作成 

し、以下のとおり提出すること。 

（１）提案書受付期間 

 告知開始日～10 月 20 日(月) 午後５時まで 

（２）提出先 

「18 お問い合わせ先」と同じ 

（３）提出方法 

 



電子メールで提出。送信後、電話により受信の確認を行うこと。 

（４）提出書類 

ア 「北九州市青少年施設リニューアルにかかる民間活力導入調査業務」に係る提

案書（様式３） 

イ 会社（法人）概要 及び 同種業務実績（様式３－①、３－②） 

 ※ 同種業務実績については、概ね過去３年における国又は地方公共団体の発注

における同種業務に関するものをすべて記載すること。 

ウ 企画提案書（自由書式） 

 Ａ４判（縦横どちらでも可）、横書き、左綴りを基本とし、６ページ以内で作成する

こと。なお、図面等でこれによりがたい場合はＡ３判でも可とする。 

 また、いずれのページにも社名を記載しないこと。 

 ※ データ提出の際はファイル名を【貴社名_企画提案書】とすること。 

エ 見積書（自由書式） 

 見積金額総額及び明細（可能な限り、詳細がわかるように記載すること） 

 ※ データ提出の際はファイル名を【貴社名_見積書】とすること。 

 ※ 見積額が予算を超えると失格となりますのでご注意ください。 

（５）企画提案書の内容 

市民意見の聴取方法やその内容、分析方法やアウトプットなどについて、わかり

やすく簡潔に記載すること。また、業務体制及びスケジュールについても記載する

こと。 

 

13 審査 

提出された企画提案書及び見積金額に基づき、審査委員会による審査を行い、 

受託候補者を決定する。 

（１）審査会実施日 

令和 7 年 11 月 7 日(金)※時間は、参加表明者に後日知らせる。 

（２）会場 

  北九州市役所 112 会議室 

  （北九州市小倉北区城内１－１ 北九州市役所庁舎１１階） 

（３）審査方法 

 ア 提出された提案書等及びプレゼンテーションによる審査会（対面もしくはオン 

  ライン）を行う。 

 イ 必要経費が予算の範囲内である企画提案書のうち、選定委員毎１００点満点 

  による審査・評価の合計が最も高い企画提案書を提出した事業者を受託候補

者に選定する。ただし、当該企画提案書に対する各委員の評価点の合計が満点

の半分に満たない場合は、「受託候補者なし」とする場合がある。また、評価点の



合計が最も高い企画提案が複数ある場合は、委員の協議により受託候補者を選

定する。  

 ウ 評価項目の配点、提案内容の評価基準は次のとおりとする。 

■評価項目の配点 

評価項目 配点 

１ 基本方針 10 

２ 業務経験及び業務実績 25 

３ 提案内容 40 

４ 実施体制 15 

５ 工程表 10 

■提案内容の評価基準 

評価基準 採点 

非常に優れている ５点 

優れている ４点 

標準的 ３点 

標準よりやや劣る ２点 

標準より劣る １点 

（４）応募者なし又は応募者が１社の場合の取扱い 

期限までに企画提案書の提出がなかった場合には公募を中止し、業務内容を

再検討する。企画提案書を提出した者が１社であった場合にあっても、（３）の方

法に従い審査を行う。 

 

14 審査結果の通知 

令和７年 11 月１4 日（金）までに書面又は電子メールにより通知し、合わせて、 

北九州市のホームページで公表する（公表は、同日に行われない場合がある。） 

公表にあたっては、受託候補者については名称及び評価点を公表し、それ以外の 

提案者については、名称は非公表とし、評価点のみを公表する。 

 

15 提案の無効 

次の各号のいずれかに該当する場合は、提案を無効とする。 

（１）応募資格がない場合 

（２）提案書が所定の日時までに到着しない場合 

（３）プレゼンテーション（審査会）を欠席した場合 

（４）提案に対して不正があると認められる場合 

（５）１の提案事業者が２つ以上の提案を行った場合 

（６）その他提案に際し違法な行為があった場合 



 

16 受託候補者との契約締結 

審査の結果、最優秀提案者を受託候補者として特定し、委託契約締結に向け、事

業内容詳細について協議を行う。その際、提案の一部を変更する場合がある。協議

が整った場合は、受託候補者から改めて見積書を徴収し、見積書を精査の上、随意

契約による契約を締結する。 

（１）保証人を立てる必要はない。 

（２）契約保証金は、契約額の１００分の５以上の額とする。ただし、契約の相手方が、 

北九州市契約規則（昭和３９年北九州市規則第２５号）第２５条第７項第１号又は 

第３号に該当する場合は免除する。 

（３）契約の辞退等の理由により、第１順位の受託候補者と契約ができない場合は、 

第２順位の事業者を受託候補者として、手続きを進め契約を締結することがあ

る。第２順位の事業者と契約できない場合についても同様とする。 

（４）その他、本書に定めのない事項は、地方自治法、同法施行令及び北九州市契約 

 規則などの関係規定の定めに従い処理する。 

 

17 その他注意事項 

（１）本提案に係る経費は、参加表明事業者負担とする。 

（２）企画提案書の提出後は、差し替え及び追加は不可とする。また、提出物は返却

しない。 

（３）企画提案書の提出後は、実施要領、仕様書等の資料についての不明を理由と

して異議を申し立てることはできない。 

（４）参加申込書の提出後、企画提案を希望しない場合は、企画提案を辞退するこ

とができる。この場合でも、以後、不利益な取り扱いを受けることはない。提案

を辞退する場合は、電子メールにて、辞退届（自由書式）を提出すること。 

（５）提出物等に関する一切の権利は、北九州市に帰属するものとする。（肖像権等

の条件がある場合は、提案書に記述すること。） 

（６）選定の如何にかかわらず、本件を通じて知りえた機密事項については、第三者

に漏らしてはならない。 

 

18 お問い合わせ先 

 北九州市 子ども家庭局 子育て支援部 こども若者成育課 担当者：石橋、山本 

〒803-8501 北九州市小倉北区城内１番１号 北九州市役所庁舎１１階 

メールアドレス：kod-seiiku@city.kitakyushu.lg.jp 

mailto:kod-seiiku@city.kitakyushu.lg.jp

